
魚類や鳥類による捕食は海洋生活初期のサケ属魚

類Oncorhynchus spp.の死亡の主要因であると考えられて
いる（Parker, 1968; Hargreaves, 1988; 長澤・帰山, 1995）。し

かし，日本国内の調査によりサケOncorhynchus keta幼稚魚
の捕食者として明確に記載されているのは，ホッケ

Pleurogrammus azonus，ヒラメParalichthys olivaceus，ウグ
イTribolodon hakonensis，マルタT. brandti，アブラツノザ
メSqualus acanthias，スズキLateolabrax japonicus，カラフ
トマスOncorhynchus gorbuscha，サクラマスO. masou，ア
メマスSalvelinus leucomaenisの計 9 種にすぎない（長澤・
帰山, 1995; 長澤・真山, 1997; Nagasawa, 1998）。最近では

北海道沿岸の各地の調査によってサケ幼稚魚を捕食して

いた魚種が報告され（Asami and Hayano, 1995; Takami and 

Aoyama, 1997; Kawamura et al., 2000），徐々に捕食者として
記載される魚種が増えつつある。それでもなお，サケ属魚

類の捕食者に関する情報はきわめて少なく（長澤・真山, 

1997），各海域においてさらに情報を蓄積することが重要

である。

著者らは北海道オホーツク海側の主要な増殖河川の一

つである網走川河口周辺の沿岸域で魚類を採捕し，サケあ

るいはカラフトマス幼稚魚の被食について調べたので報

告する。

試料および方法

オホーツク海側網走沿岸において，刺網，釣り，表層曳

網により採捕された魚類の胃の内容物を調べ，サケあるい

はカラフトマス幼稚魚の被食の有無を確認した。

刺網による調査は網走市沿岸の鱒浦地先（水深約6～7 m

の地点）で実施した（Fig. 1）。2003年は5月23日，6月6日，

6月13日，6月25日の計4回，2004年は5月26日，6月9日，6

月17日の計3回，2005年は6月8日と6月16日の計2回実施し

た。刺網は概ね16時に投入し，翌朝7時頃引き揚げた。

釣りによる調査は漁港内に生息する魚類を採捕するこ

とを目的とし，2005年5月25日に実施した。網走港内で日

没後に疑似餌（ワームと呼ばれるソフトベイト）を用いた

竿釣りにより魚類を採捕した。

刺網および釣りにより採捕した魚はすべて種を同定し，

全長を測定した後，胃内容物を取り出し，サケあるいはカ

ラフトマス幼稚魚の捕食の有無を確認した。
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presence of juvenile chum salmon Oncorhynchus keta or pink salmon O. gorbuscha in May-June 2003-2005. The following 4 
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saffron cod, as fish predators of juvenile chum or pink salmon.

キーワード：沿岸，サケ，被食

報文番号A492（2012年12月3日受理）
＊Tel: 0123-32-2135．Fax: 0123-34-7233．E-mail: miyakoshi-yasuyuki@hro.or.jp



表層曳網による調査は2002～2005年の4月下旬から7月

上旬にかけて毎旬1回，網走湾に設定した定点で実施した

（Nagata et al., 2007）。各定点では二艘曳により2～3ノット
の速度で約20分間曳網した。この調査では2005年の調査

で採捕された魚類のうち，サケ，カラフトマス幼稚魚を捕

食できると考えられた魚類を開腹し，サケあるいはカラフ

トマス幼稚魚の捕食の有無を調べた。魚種によっても異

なるが，魚類では自身の体長の30～60％以上の体長の魚類

を捕食することがあることから（佐々木, 1988; 野田

ら, 2010），ここでは全長が概ね13 cm以上の魚類の胃内容

物を調べた。

なお，胃の中から得られたサケ科魚類の幼稚魚について

は，被食された直後の個体以外はサケかカラフトマスのど

ちらであるかを同定することはできなかったので，サケあ

るいはカラフトマス幼稚魚と記す。

結　果

刺網，釣り，表層曳網で採捕され，胃内容物を調べた魚

種のリストをTable 1に示す。胃内容物を調べた23種のう

ち，サケあるいはカラフトマス幼稚魚を捕食していたのは

サクラマスO. masou，ソウハチHippoglossoides pinetorum，
コマイEleginus gracilis，クロソイSebastes schlegeliiの4種で
あった。このうちサクラマスは1個体（2003年6月6日採捕，

全長51.0 cm，体重2,014 g）で20尾のサケあるいはカラフ

トマスの幼稚魚を捕食していた（Table 1）。その他の3種で

は1個体あたり1～2尾のサケあるいはカラフトマスの幼稚

魚を捕食していた。また，表層曳網（2005年6月8日，距岸

7 kmの定点）で採捕したコマイ（全長16.3cm，体重25.2 

g）の胃内容物は消化が進んでおらず，カラフトマス1尾

（尾叉長3.8 cm，体重0.28 g）を捕食しているのが確認され

た。

その他の魚種では，ホッケ，キュウリウオOsmerus 
eperlanus mordax，カジカ科魚類Cottidae，アイナメ属魚類
Hexagrammos spp. が魚類の幼稚魚を捕食していたが消化
が進んでおり，サケあるいはカラフトマスの幼稚魚かどう

かを同定することはできなかった（Table 1；最右列）。

考　察

本研究では2002～2005年の5～6月，北海道オホーツク海

側東部の網走沿岸で刺網，釣り，表層曳網により魚類を採

捕し，それらの魚類によるサケあるいはカラフトマス幼稚

魚の捕食の有無を調べた。その結果，サクラマス，ソウハ

チ，クロソイ，コマイの4種がサケあるいはカラフトマス

の幼稚魚を捕食しているのが確認された。Nagasawa

（1998）は日本沿岸におけるサケ幼稚魚の魚類捕食者を9種

記載しているが，そこにはソウハチ，クロソイ，コマイは

含まれていないことから，これら3種については本報告が

サケあるいはカラフトマスの魚類捕食者として新たな記

載となる。

本研究でサケあるいはカラフトマスの幼稚魚の捕食が

確認されたのはいずれも5月下旬あるいは6月上旬で，この

時期は調査海域とした網走沿岸域においてサケ，カラフト
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Fig.1 Location of the fish sampling sites in Abashiri Bay, eastern Hokkaido （×: trawl, ●: angling; ▲: gill-net）.



マス幼稚魚の分布量が最も多い時期にあたる（Nagata et 
al., 2007）。網走地区ではサケ，カラフトマスの放流事業が
盛んに行われており，稚魚は概ね5月に放流される。サケ，

カラフトマスの幼稚魚は降海直後には漁港内に多く分布

し，その後6月以降，成長や海水温の上昇とともに沿岸の

広い範囲に分布するようになる（Nagata et al., 2007）。サケ
およびカラフトマスの増殖を目的とした種苗放流ではま

とまった数（数十万尾～数百万尾）の稚魚が一度に放流さ

れることが多く，高い密度で稚魚が分布する時期や場所に

魚食性の魚類が分布する場合には捕食される可能性が高

いものと考えられる。本研究において網走港内において

実施した釣りによる採捕は，港内に稚魚が高い密度で分布

する時期を狙って実施したものであり，実際に採捕された

クロソイ16尾のうち3尾がサケあるいはカラフトマスを捕

食しているのが確認された。本研究では刺網によって多

くの魚種を採捕したが，刺し網を海底に仕掛けたために，

表層を中心に遊泳するサケあるいはカラフトマス幼稚魚

の捕食者を採集する漁具としては効率が低かったのかも

しれない。

本研究を実施する前年に，同じ海域において定置網で漁

獲された魚類（アメマス，サクラマス，コマイ，ナガヅカ，

ホッケ，ヌマガレイ，ウグイ属魚類，カジカ科魚類）の胃

内容物を調べ，このうちコマイとヌマガレイがサケあるい

はサケに類似した稚魚を捕食しているのが確認された（北

海道立水産孵化場, 2004）。この際，コマイは全長22.5

～30.0cmの2個体が計7尾の稚魚を捕食しており，ヌマガレ

イでは全長21～36cmの11個体が計11尾の稚魚を捕食して

いた（未発表資料）。ただし，定置網で漁獲された魚類で

は入網した後に捕食した可能性があるため自然条件下と

は異なるものと考えられ，本研究で刺網により採捕したヌ

マガレイ41尾ではサケ，カラフトマスの捕食は確認できな

かった（Table 1）。一方，表層曳網で採捕されたコマイで

はカラフトマスの捕食が確認された。ただし、この場合も

曳網中に網の内部でコマイがカラフトマス幼魚を捕食し

た可能性を完全に否定することはできない。これらのこ

とから，定置網で漁獲された魚種による捕食情報を手掛か

りとして，調査に妥当な時期，場所，採集方法などの検討

をすることが捕食者の調査には効果的であるものと思わ

れる。

本報告では3種を新たにサケ，カラフトマス幼稚魚の捕

食者として記載したが，我が国ではサケ属魚類幼稚魚の捕

食者に関する情報は依然として少ない（長澤・帰山, 1995; 

長澤・真山, 1997; Nagasawa, 1998）。捕食者を把握するこ

とはサケ属魚類の資源変動の評価に重要な要素であると

考えられるので，捕食者に関する情報を今後も蓄積するこ

とが重要である。

サケ，カラフトマス幼稚魚の魚類捕食者 43

Table 1 Number of fish examined for stomach contants, range of total length, and number of fish with juvenile salmon and other 
species in stomach
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